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地
球
規
模
で
不
足
す
る
土
地
と
海
洋

日
本
の
食
料
自
給
比
率
は
世
界
有
数
の
低
率

で
あ
る
。
コ
メ
こ
そ
自
給
で
き
て
い
る
が
、
小

麦
は
―
二
％
、
大
豆
は
七
％
程
度
で
、
主
食
穀

物
全
体
で
は
五
九
％
で
し
か
な
い
。
そ
れ
以
外

に
肉
類
は
五
三
％
、
か
つ
て
は
輸
出
ま
で
し
て

い
た
魚
介
も
最
近
で
は
五
六
％
と
な
り
輸
入
大

国
で
あ
る
。
食
料
全
体
の
自
給
比
率
は
四

0
%

で
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
輸
出
大
国
は

別
格
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
七
四
％
、
オ
ラ
ン

ダ
の
六
七
％
と
比
較
し
て
も
異
常
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
態
は
食
糧
安
全
保
障
の
観
点

か
ら
も
心
配
で
あ
る
が
、
環
境
問
題
の
視
点
か

ら
も
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

一
九
九

0
年
代
に

ェ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ

ッ
ト
プ
リ
ン
ト

（生
態
学

的
足
跡
）
と
い
う
概
念
が
登
場
し
た
。
人
間
は

食
料
や
衣
料
を
は
じ
め
生
活
に
必
要
な
物
資
を

自
然
環
境
か
ら
調
達
し
て
い
る
が
、
生
活
水
準

の
向
上
に
比
例
し
て
調
達
の
程
度
も
増
大
す
る

と
い
う
前
提
で
、
各
国
の
状
態
を
計
算
し
た
も

の
で
あ
る
。

そ
の
計
算
結
果
で
興
味
の
あ
る
の
は
、
あ
る

国
家
の
国
民
＿
人
が
現
状
の
生
活
水
準
で
一
年

生
活
す
る
の
に
必
要
な
面
積
に
比
較
し
て
、
自

国
の
国
土
や
領
海
の
面
積
が
＿
人
あ
た
り
ど
れ

国

カ

諸u

フ

E

ア

だ
け
存
在
し
て
い
る
か
を
計
算
し
た
数
字
で
あ

る
。
生
活
水
準
が
高
度
な
国
々
で
は
自
国
の
国

土
や
領
海
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
た
め
、
食

料
を
は
じ
め
と
す
る
資
源
を
海
外
か
ら
調
達
す

る
か
ら
マ
イ
ナ
ス
に
な
り
、
日
本
も
三
・
六
ヘ

ク
タ
ー
ル
不
足
で
あ
る

（図
1
)0

日
本
に
と

っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
が
、
よ

り
深
刻
な
事
態
は
世
界
全
体
で
す
で
に
不
足
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
現
在
の
世
界
平
均
の
生

活
を
維
持
す
る
た
め
に
は
ニ

・

七
ヘ
ク
タ
—
ル

の
面
積
が
必
要
で
あ
る
が
、
地
球
で
生
産
に
利

用
で
き
る
土
地
や
海
洋
は
＿
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

し
か
な
く
、
0
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
不
足
し
て

い

図 1 生態学的足跡 (2008)
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る
。
こ
の
不
足
は
発
展
途
上
諸
国
の
貧
困
や
餓

死
な
ど
で
解
消
さ
れ
て
い
る
が
、
人
口
が
増
加

し
て
い
く
世
界
の
巨
大
な
問
題
で
あ
る
。

対
策
と
し
て
の
植
物
工
場
の
登
場

こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
処
す
る
手
段
と
し
て

登
場
し
て
き
た
の
が
、
自
然
の
土
地
で
は
な
く

人
工
の
土
地
で
作
物
を
生
産
す
る
植
物
工
場
で

あ
る
。

一
九
八

0
年
代
に
ア
メ
リ
カ
の
フ
ロ
リ

ダ
に
あ
る
デ
ィ
ズ
ニ
ー
が
開
発
し
た
「
エ
プ
コ

ッ
ト
（
実
験
未
来
都
市
）
」
と
い
う
テ
ー
マ
パ

ー
ク
を
見
学
し
た
が
、
そ
の
一
部
に
人
工
光
線

で
作
物
を
栽
培
す
る
実
験
施
設
が
展
示
さ
れ
て

い
た
。
宇
宙
船
内
で
の
食
糧
生
産
を
想
定
し
た

施
設
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
よ
り
三
十
年
以
上
前
の
＿
九

五
0
年
代
に
、
日
照
時
間
が
不
足
気
味
の
北
欧

の
テ
ン
マ
ー
ク
で
人
工
光
線
に
よ
り
日
照
を
補

足
し
て
モ
ヤ
シ
を
栽
培
す
る
植
物
工
場
が
実
現

し
、
六
0
年
代
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
人
工
光

線
の
み
で
栽
培
す
る
高
層
の
植
物
工
場
が
建
設

さ
れ
、
七
0
年
代
に
は
日
本
企
業
の
研
究
機
関

が
施
設
を
建
設
し
、
光
線
の
強
度
、
室
内
の
温

度
、
培
地
の
温
度
な
ど
と
植
物
の
成
長
の
関
係

を
計
測
す
る
実
験
も
開
始
さ
れ
た
。

植
物
工
場
の
利
点
は
多
数
あ
る
。
露
地
栽
培

と
相
違
し
て
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
に
作
物
を
安

定
供
給
で
き
る
、
閉
鎖
空
間
で
栽
培
す
る
た
め

虫
害
が
防
止
で
き
る
、
農
薬
を
使
用
し
な

い
作

物
を
提
供
で
き
る
、
立
体
栽
培
が
可
能
で
あ
る

た
め
土
地
が
有
効
利
用
で
き
る
、
連
作
に
よ
る

土
地
の
疲
弊
が
発
生
し
な
い
、
作
業
環
境
は
快

適
で
あ
り
人
数
も
少
数
で
可
能
で
あ
る
た
め
農

業
人
口
が
減
少
か
つ
高
齢
に
な
っ
て
い
る
日
本

に
適
合
し
て
い
る
な
ど
が
あ
る
。

し
か
し
順
風
満
帆
で
は
な
い
。
植
物
工
場
は

日
光
を
光
源
と
す
る
太
陽
光
型
と
、
人
工
照
明

に
よ
る
人
工
光
型
に
大
別
さ
れ
る
が
、
現
状
で

は
栽
培
で
き
る
作
物
が
太
陽
光
型
で
は
キ
ュ
ウ

リ
、
ト
マ
ト
、
ナ
ス
な
ど
従
来
の
温
室
栽
培
と

同
様
で
あ
る
が
、
人
工
光
型
で
は
ク
レ
ソ
ン
や

レ
タ
ス
な
ど
葉
物
野
菜
に
眼
定
さ
れ
る
。
さ
ら

に
人
工
光
型
で
は
設
備
投
資
と
電
力
費
用
な
ど

が
必
要
で
あ
る
た
め
、
現
状
で
は
二
割
程
度
し

か
黒
字
に
な
っ
て
い
な
い
。

そ
の
た
め
日
本
で
何
度
か
流
行
し
な
が
ら
も

持
続
し
た
増
加
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
日
本
経

済
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
植
物
工
場
に
関
係
す
る

記
事
の
本
数
を
調
査
す
る
と
、
一
九
八

0
年
代

中
頃
、
九

0
年
代
中
頃
、
二

0
1
0
年
代
に
流

行
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
明
確
で
あ
る
（
図

2
)
。
最
初
は
筑
波
科
学
技
術
博
覧
会
場
に
施

そ
の
結
果
、
日
本
の
植
物
工
場
は
次
第
に
増

加
し
て
き
た
（
図
3
)
。
そ
の
よ
う
な
動
向
を
反

映
し
、
新
規
の
発
想
の
植
物
工
場
も
登
場
し
て

い
る
。
東
京
銀
座
に
あ
る
明
治
時
代
創
業
の
老

舗
の
文
具
店
伊
東
屋
の
建
物
の
上
部
に
は
「
カ

フ
ェ
・
ス
テ
ィ
ロ
」
と
い
う
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ

る
が
、
こ
こ
に
は
「
F
A
R
M
」
と
い
う
人
工

光
型
の
植
物
工
場
が
併
設
さ
れ
、
そ
こ
で
育
成

次
第
に
増
加
し
て
き
た
植
物
工
場

第
＿
二
次
流
行

▼
●

ヽ
ー
、聞新済経本日（

 
数

｛
第

一

流

行

▼

事コし―-＝ロ連関場工

嘉

一

流

行

▼

物植2
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設
が
展
示
さ
れ
た
こ
と
、
第
二
は
政
府
の
補
助

制
度
が
登
場
し
た
こ
と
、
第
三
は
再
度
、
政
府

の
補
助
制
度
が
実
現
し
た
こ
と
で
あ
る
。 ゜1980 85 90 95 00 05 10 
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図4 カフェ・スティロの FARM 図3 植物工場施設数（累計）
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し
た
葉
物
の
野
菜
を
使
用
し
た
料
理
が
提
供
さ

れ
て
い
る
（
図
4
)
。

そ
れ
以
前
か
ら
登
場
し
て
い
る
の
が
東
京
駅

前
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
地
下
一
階
に
開
店
し
て

い
る
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
提

供
す
る
サ
ブ
ウ
ェ
イ
の
運
営
す
る
「
野
菜
ラ
ボ
」

で
あ
る
。
こ
の
店
内
に
リ
ー
フ
レ
タ
ス
を
栽
培

す
る
人
工
光
型
の
植
物
工
場
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。
生
育
に
は
約
一
＿
＿
週
間
が
必
要
で
あ
り
、
収

穫
は
毎
週
約
百
食
分
で
し
か
な
い
か
ら
一
種
の

宣
伝
で
あ
る
が
、
地
産
地
消
を
凌
駕
す
る
店
産

店
消
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
実
需
よ
り
は
宣
伝
効
果
を
目
指
し

た
施
設
で
あ
る
が
、
野
菜
を
本
格
供
給
す
る
大

型
の
植
物
工
場
も
登
場
し
て
い
る
。
ト
マ
ト
加

工
製
品
を
生
産
し
て
い
る
カ
ゴ
メ
は
全
国
に
太

陽
光
型
の
植
物
工
場
を
十
個
所
以
上
運
営
し
て

お
り
、
最
大
の
「
い
わ
き
小
名
浜
菜
園
」
は
施

設
の
面
積
が
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。
こ
れ
は

東
京
ド
ー
ム
ニ
面
に
相
当
す
る
面
積
で
あ
り
、

人
工
繊
維
の
培
地
で
三
十
五
万
本
の
ト
マ
ト
を

栽
培
し
て
い
る
。

北
欧
と
は
相
違
し
て
、
＿
定
の
日
照
時
間
が

確
保
で
き
る
日
本
で
は
大
型
の
植
物
工
場
は
太

陽
光
型
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
最
近
で
は
人
工

光
型
も
登
場
し
て
い
る
。

一
例
と
し
て
今
年
か

ら
稼
働
し
は
じ
め
た
の
が
ス
プ
レ
ッ
ド
と
い
う

企
業
が
木
津
川
市
に
建
設
し
た
「
テ
ク
ノ
フ
ァ

ー
ム
け
い
は
ん
な
」
で
、
四
千
平
方
メ
ー
ト
ル

の
建
物
内
部
で
L
E
D
照
明
を
使
用
し
て
一
日

約
三
万
株
の
リ
ー
フ
レ
タ
ス
を
生
産
す
る
計
画

で
あ
る
。

先
進
国
家
オ
ラ
ン
ダ

こ
の
よ
う
に
日
本
で
も
次
第
に
植
物
工
場
が

増
加
し
て
き
た
が
、
日
本
を
技
術
で
も
規
模
で

も
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
の
が
オ
ラ
ン
ダ
で
あ

る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
英
語
名
称
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

は
低
地
と
い
う
意
味
で
あ
る
よ
う
に
、
最
高
地

点
の
標
高
が
三
ニ
ニ
メ
—
ト
ル
し
か
な
い
平
坦

な
国
土
で
あ
る
。
そ
の
た
め
農
地
面
積
は
広
大

で
、
国
土
面
積
は
日
本
の
＿
割
程
度
で
し
か
な

い
が
、
農
地
面
積
は
日
本
の
四
割
に
も
な
る
農

業
大
国
で
あ
る
。

そ
の
た
め
オ
ラ
ン
ダ
の
農
産
物
輸
出
額
は
農

業
大
国
ア
メ
リ
カ
の
六
割
程
度
に
も
な
る
世
界

二
位
の
輸
出
大
国
で
あ
る
（
図

5
)
。
オ
ラ
ン
ダ

の
最
大
の
輸
出
産
品
は
花
丼
で
あ
る
が
、
そ
れ

以
外
の
食
品
も
輸
出
に
課
税
さ
れ
な
い

E
u
域

内
に
八
割
が
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
オ

ラ
ン
ダ
の
食
料
自
給
比
率
は
前
述
の
よ
う
に
六

七
％
で
し
か
な
い
か
ら
輸
入
金
額
も
世
界
七
位
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そ
の
対
策
の
代
表
が
植
物
工
場
で
あ
り
、
規

カ

ダ

ッ

ス

国

一

ア

ス

リ

ン

イ

ン

中

ギ

リ

リ

メ

ラ

ド

ラ

ル

タ

ギ

ア

オ

フ

ベ

イ

イ

で
あ
る
が
、
そ
の
差
額
の
輸
出
超
過
金
額
も
世

界
三
位
で
あ
る
。

し
か
し
オ
ラ
ン
ダ
が
農
業
大
国
に
な
っ
た
の

は
最
近
の
こ
と
で
、
一
九
六

0
年
代
に
欧
州
諸

共
同
体

(
E
C
)
が
成
立
し
て
貿
易
が
活
発
に
な

っ
て
以
後
は
ス
ペ
イ
ン
や
ギ
リ
シ
ャ
な
ど
の
安

価
な
農
業
産
品
が
席
巻
し
、
オ
ラ
ン
ダ
の
農
業

は
市
場
競
争
に
対
抗
で
き
ず
弱
体
に
な
っ
て
い

っ
た
。
そ
こ
で
利
益
を
獲
得
で
き
る
作
物
へ
の

転
換
と
同
時
に
、
情
報
技
術
を
駆
使
し
た
ス
マ

ー
ト
農
業

へ
の
転
換
を
促
進
し
、
農
業
大
国
へ

変
貌
し
た
の
で
あ
る
。

図 5 農産物の輸出額と輸入額 (2014:億＄）
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模
も
壮
大
で
あ
る
。
二
0
一
四
年
に
安
倍
晋
三

首
相
が
見
学
し
た
植
物
工
場
は
サ
ッ
カ
—

グ
ラ

ウ
ン
ド
ニ
十
八
面
分
に
相
当
す
る
二
十
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
面
積
で
、
外
気
の
影
響
を
回
避
す
る
た

め
地
上
か
ら
ガ
ラ
ス
屋
根
ま
で
七
メ
ー
ト
ル
と

い
う
広
大
な
空
間
で
あ
る
。
前
述
の
現
状
で
は

日
本
最
大
の
「
い
わ
き
小
名
浜
菜
園
」
で
も
半

分
の
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ

の
規
模
が
想
像
で
き
る
。

よ
り
重
要
な
特
徴
は
情
報
技
術
を
駆
使
し
て

い
る
こ
と
で
あ
り
、
温
度
、
湿
度
、
日
照
、
ニ

酸
化
炭
素
量
な
ど
を
時
々
刻
々
測
定
し
、
作
物

の
生
育
に
最
適
に
な
る
よ
う
に
環
境
を
自
動
制

答
を
提
供
す
る
こ
と
に
も
な
る
。

御
す
る
と
と
も
に
、
植
物
工
場
で
の
栽
培
に
最

適
の
品
種
も
開
発
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
単

位
面
積
あ
た
り
の
収
量
は
ト
マ
ト
で
日
本
の
八

倍
、
キ
ュ
ウ
リ
は
十

一
倍
、
ナ
ス
は
十
四
倍
に

も
な
っ
て
お
り、

初
期
投
資
を
十
分
に
回
収
で

き
る
状
態
に
な
っ

て
い
る
（
図

6
)
。

最
近
、
日
本
で
も
種
苗
産
業
や
食
品
産
業
な

ど
の
農
業
関
係
だ
け
で
は
な
く
、
情
報
産
業
の

企
業
が
植
物
工
場
に
進
出
し
て
い
る
。
一
例
と

し
て
電
子
産
業
を
主
業
と
し
て
い
る
富
士
通
グ

ル
ー
プ
は
生
産
か
ら
撤
退
し
た
工
場
の
建
屋
を

人
工
光
型
植
物
工
場
に
転
用
し
、
本
業
の
情
報

技
術
を
駆
使
し
て
葉
物
野
菜
が
最
適
の
成
長
を

で
き
る
よ
う
に
環
境
を
制
御
す
る
仕
事
に
進
出

し
、
海
外
に
も
展
開
し
て
い
る
。

農
業
は
こ
れ
ま
で
一
次
産
業
に
分
類
さ
れ
て

き
た
が
、
最
近
で
は
素
材
を
加
工
す
る
二
次
産

業
や
販
売
す
る
三
次
産
業
に
分
野
を
拡
張
す
る

六
次
産
業
を
目
指
す
動
向
に
あ
る
。
植
物
工
場

は
農
業
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
す
る
二
次
産
業
と
の

連
携
、
制
御
技
術
を
駆
使
す
る
三
次
産
業
と
の

連
携
を
目
指
し
は
じ
め
、
別
途
の
六
次
産
業
へ

展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
は
冒
頭
に
紹
介
し
た
エ

コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
問
題
へ
の
解
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